
社 会 資 本 総 合 整 備 計 画

快 適 で 暮 ら し や す い ま ち の 形 成

平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 ２ ２ 日

埼 玉 県 和 光 市



快適で暮らしやすいまちの形成
平成２４年度　～　平成２８年度　（５年間） 和光市

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

A1 都市再生 一般 和光市 直接 640.0

A2 都市再生 一般 和光市 直接 586.0

合計 1,226.0

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計 0.0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

C1 公園 一般 和光市 直接 1.0

C2 公園 一般 和光市 直接 70.0

C3 公園 一般 和光市 直接 23.0

C4 公園 一般 和光市 直接 22.0

C5 公園 一般 和光市 直接 6.0

C6 公園 一般 和光市 直接 6.0

C7 提案 一般 和光市 間接 71.0

C8 提案 一般 和光市 直接 2.0

C9 提案 一般 和光市 直接 2.0

C10 提案 一般 和光市 直接 2.0

C11 公園 一般 和光市 直接 43.0

合計 177.0

番号 備考

C1 A1と一体となって整備することにより、市民の快適性や災害時等の安全性を高めることで、居住環境を向上させる効果が期待できる。

C2 A1と一体となって整備することにより、市民の快適性や災害時等の安全性を高めることで、居住環境を向上させる効果が期待できる。

C3 A1と一体となって整備することにより、市民の快適性や災害時等の安全性を高めることで、居住環境を向上させる効果が期待できる。

C4 A1と一体となって整備することにより、市民の快適性や災害時等の安全性を高めることで、居住環境を向上させる効果が期待できる。

C5 A1と一体となって整備することにより、市民の快適性や災害時等の安全性を高めることで、居住環境を向上させる効果が期待できる。

C6 A1と一体となって整備することにより、市民の快適性や災害時等の安全性を高めることで、居住環境を向上させる効果が期待できる。

C7 A1と一体となって整備することにより、居住環境を向上させる効果が期待できる。

C8 A1と一体となって実施することにより、市民のまちづくりに対する直近の満足度を把握することが期待できる。

C9 A1と一体となって実施することにより、事業完了後においても継続的に実施し、住民がまちづくりに係り続ける地域づくりを実現する効果が期待できる。

C10 A1と一体となって実施することにより、事業完了後においても継続的に実施し、住民がまちづくりに係り続ける地域づくりを実現する効果が期待できる。

C11 A1と一体となって整備することにより、市民の快適性や災害時等の安全性を高めることで、居住環境を向上させる効果が期待できる。

和光市 街区公園整備事業（中央第二谷中地区） 第3公園（1,500㎡） 和光市

一体的に実施することにより期待される効果

和光市 まちづくり協議会 まちづくり協議会 白子三丁目中央地区

和光市 地域ふれあい活動 地域ふれあい活動 白子三丁目中央地区

白子三丁目中央土地区画整理組合 水道施設整備 3,215ｍ 白子三丁目中央地区

和光市 まちづくり満足度調査 まちづくり満足度調査 白子三丁目中央地区

和光市 3号公園 136㎡ 白子三丁目中央地区

和光市 4号公園 145㎡ 白子三丁目中央地区

和光市 1号公園 1,289㎡ 白子三丁目中央地区

和光市 2号公園 700㎡ 白子三丁目中央地区

和光市 街区公園整備事業（中央第二谷中地区） 第3公園（1,500㎡） 和光市

和光市 街区公園整備事業（越後山地区） 第1公園（4,500㎡） 和光市

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

和光市 都市再生整備計画事業（白子三丁目中央地区） 区画整理、まちづくり活動推進等（7.0ha） 和光市

和光市 都市再生区画整理事業（白子三丁目中央地区） 区画整理（7.0ha） 和光市

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

百万円 Ｃ 177 百万円
効果促進事業費の割合

12.6%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,403 百万円 Ａ 1,226 百万円 Ｂ 0

①中央第二谷中地区、越後山地区、白子三丁目中央地区の地区人口を住民基本台帳等（10月時点）から計測し、その合計を算出する。 3,220人 3,630人 4,030人 谷中地区600人、越後山地区150人、白
子地区60人増とする。

②白子三丁目中央地区の地域住民のまちづくりに対する満足度を計測する。 51.40% 60% 70%

　　計画の成果目標（定量的指標）

①中央第二谷中地区、越後山地区、白子三丁目中央地区の地区人口の合計を3,220人（平成23年10月時点）から4,030人（平成28年10月時点）に増加させる。
②白子三丁目中央地区の地域住民のまちづくりに対する満足度を20％（平成23年度末時点の推計）から60％に増加させる。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

大目標：安心とやすらぎを感じ、長く住み続けたいと思える良好な居住環境を形成する
　　目標１：公共施設の整備・改善によって、住宅都市としての質の向上を図る
　　目標２：住民同士の交流を促し、地域のつながりを深めると共に住民主体によるまちづくりを推進する

平成26年12月22日



（参考図面）市街地整備

計画の名称 快適で暮らしやすいまちの形成

計画の期間 平成２４年度　～　平成２８年度　（５年間） 和光市交付対象

C1 街区公園整備事業（中央第二谷中地区第3公園）

C2 街区公園整備事業（越後山地区第1公園）

A2 都市再生区画整理事業（白子三丁目中央地区）

C11 街区公園整備事業（中央第二谷中地区第3公園）

C3 効果促進事業（公園）（1号公園）

C4 効果促進事業（公園）（2号公園）

C5 効果促進事業（公園）（3号公園）

C6 効果促進事業（公園）（4号公園）
C7 効果促進事業（水道施設整備）

C8 効果促進事業（まちづくり満足度調査）

C9 効果促進事業（まちづくり協議会）

C10 効果促進事業（地域ふれあい活動）

A1 都市再生整備計画事業（白子三丁目中央地区）


